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〈
記
事
〉

　

令
和
５
年
９
月
14
日
㈭
、
広
島
県
商
工

会
連
合
会
に
て
『
広
島
県
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
振
興
条
例
に
係
る
広
島
県
と
の

個
別
会
議
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
平
成
29
年
10
月
に
制

定
・
施
行
さ
れ
た
広
島
県
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
振
興
条
例
（
広
島
県
条
例
第
36

号
）
に
基
づ
き
、「
広
島
県
経
済
の
発
展

及
び
地
域
活
性
化
の
た
め
に
は
、
小
規
模

企
業
を
は
じ
め
と
す
る
中
小
企
業
の
振
興

が
不
可
欠
で
あ
り
、
多
く
の
関
係
者
が
連

携
及
び
協
力
し
、
中
小
企
業
・
小
規
模
企

業
の
持
続
及
び
成
長
に
向
け
た
取
組
を
支

援
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
観
点
か
ら
、

広
島
県
商
工
労
働
局
が
中
小
企
業
支
援
団

体
等
か
ら
意
見
を
聴
取
す
る
た
め
の
会
議

と
し
て
、
平
成
30
年
度
よ
り
定
期
的
に
開

催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

初
め
に
、
広
島
県
商
工
労
働
局
よ
り
令

和
５
年
度
の
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振

興
施
策
及
び
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
対

策
に
係
る
支
援
施
策
等
の
取
組
状
況
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
広
島
県
商
工
会
連
合
会
か
ら

次
の
項
目
に
つ
い
て
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

〈
広
島
県
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興

条
例
に
係
る
要
望
等
〉

Ⅰ�

．
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発

展
の
た
め
の
施
策

　

１�

．
社
会
情
勢
変
化
に
よ
る
影
響
へ
の

支
援
対
策

　

２
．
経
営
力
向
上
に
関
す
る
支
援

　

３
．
事
業
継
続
・
創
業
に
対
す
る
支
援

　

４�

．
賃
金
引
上
げ
・
人
手
不
足
へ
の
支
援

Ⅱ�

．
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
伴

走
型
の
支
援
体
制
強
化

　

１�

．
伴
走
型
で
中
小
・
小
規
模
事
業
者

を
支
援
す
る
人
員
の
充
実

　

２�

．
小
規
模
事
業
経
営
支
援
事
業
費
補

助
金
へ
の
物
価
高
等
の
反
映

　

３�

．
中
小
企
業
等
の
総
合
支
援
拠
点
の

整
備

　

４
．
商
工
会
館
の
防
災
強
化

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
今
般
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
等
に
よ
り
地
域
経
済
が
疲

弊
す
る
中
、
現
状
の
問
題
や
課
題
を
共
有

し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
は
、
県
連
よ
り

２
０
２
４
年
問
題
や
最
低
賃
金
引
き
上

げ
、
そ
し
て
人
口
減
少
に
よ
り
疲
弊
す
る

地
域
事
業
者
の
実
情
を
訴
え
る
と
と
も

に
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
お
け
る
Ｄ

Ｘ
化
の
取
り
組
み
推
進
の
必
要
性
や
、
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
支
援
な
ど
も
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
状
況
を
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
近
年
、
商
工
会
支
援
業
務
の
幅
が

拡
大
し
て
い
る
事
や
、
求
め
ら
れ
る
支
援

の
質
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
、
業
務
量
の

増
加
が
続
い
て
い
る
状
況
を
説
明
し
、
人

員
体
制
や
リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
対
す
る
支
援

に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

　

県
か
ら
も
、
県
内
中
小
・
小
規
模
事
業

者
の
実
情
や
課
題
解
決
の
方
策
、
商
工
会

が
抱
え
る
課
題
の
状
況
に
つ
い
て
聞
き
取

り
が
さ
れ
る
な
ど
、
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
非
常
に
意
義
深
い
会
議
と
な
り

ま
し
た
。

　

県
連
で
は
、
今
後
も
、
商
工
会
及
び
中

小
・
小
規
模
事
業
者
の
声
を
伝
え
て
い
く

場
と
し
て
、
次
年
度
以
降
も
本
会
議
を
開

催
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
こ
う
し

た
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
支
援
要
望
に

つ
い
て
は
、
県
だ
け
に
限
ら
ず
、
国
や
関

係
行
政
機
関
に
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

広
島
県
中
小
企
業・

小
規
模
企
業
振
興
条
例
に
係
る

広
島
県
と
の
個
別
会
議

広
島
県
中
小
企
業・

小
規
模
企
業
振
興
条
例
に
係
る

広
島
県
と
の
個
別
会
議

開
催

■お申し込み・お問い合わせは ■共済引受組合

県内34商工会
広島県商工会連合会

共済掛金
月々2,000円

事業所の福利厚生に最適 病気・ケガの両方に備える
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令
和
５
年
10
月
５
日
㈭
に
、
ヒ
ル
ト
ン

広
島
に
お
い
て
「
令
和
５
年
度
全
国
会
長

会
議
」
が
中
国
地
方
で
初
め
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
会
議
は
、
全
国
47
都
道
県
の
商
工
会

連
合
会
長
が
一
堂
に
会
し
開
催
さ
れ
る
も

の
で
、
同
日
は
「
令
和
６
年
度
の
小
規
模

事
業
者
対
策
予
算
（
概
算
要
求
）」や
「
第

63
回
商
工
会
全
国
大
会
に
お
け
る
意
見
表

明
項
目
」
等
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
議
終
了
後
の
懇
親

会
で
は
、
冒
頭
の
歓
迎

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
松
原
神
楽
団
（
安
芸

太
田
町
）
に
よ
る
「
八

岐
大
蛇
」
を
上
演
。
参

加
者
に
広
島
神
楽
の
魅

力
を
発
信
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
全
国
商
工

会
連
合
会
の
森
会
長
に

よ
る
挨
拶
、
地
元
開
催

県
で
あ
る
広
島
県
商
工

会
連
合
会
の
平
田
会
長

よ
り
歓
迎
の
挨
拶
が
述

べ
ら
れ
た
後
、
来
賓
と

し
て
臨
席
さ
れ
た
中
国

経
済
産
業
局
の
實
國
局

長
、
広
島
県
の
湯
﨑
知
事
、
広
島
市
の
松

井
市
長
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
、懇
親
会
は
盛
会
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

翌
日
の
視
察
研
修
で
は
、
江
田
島
市
の

海
上
自
衛
隊
の
第
１
術
科
学
校
な
ら
び
に

幹
部
候
補
生
学
校
を
訪
問
。
大
講
堂
や
将

校
本
館
、
教
育
参
考
館
な
ど
の
見
学
を
行

い
ま
し
た
。

「
令
和
５
年
度

　
　
　
全
国
会
長
会
議
」

「
令
和
５
年
度

　
　
　
全
国
会
長
会
議
」

　

８
月
４
日
㈮
、
県
女
性
連
の
役
員
10
名

が
、
平
和
記
念
公
園
を
訪
れ
、『
原
爆
の

子
の
像
に
千
羽
鶴
を
捧
げ
る
事
業
』
を
実

施
し
ま
し
た
。
広
島
県
内
商
工
会
女
性
部

と
中
国
地
方
・
四
国
地
方
８
県
の
女
性
部

員
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
今
年
も

４
万
３
千
羽
の
折
り
鶴
が
集
ま
り
ま
し

た
。
想
い
の
こ
も
っ
た
千
羽
鶴
を
大
切
に

抱
え
な
が
ら
、
一
束
ず
つ
丁
寧
に
折
り
鶴

ブ
ー
ス
に
吊
る
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

奉
納
を
終
え
た
松
井
会
長
は
、「
今
年

も
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
た

く
さ
ん
の
折
り
鶴
が
届
き
ま
し
た
。
今
年

は
広
島
原
爆
の
日
直
前
の
奉
納
と
な
っ
た

こ
と
、
ま
た
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
の
影
響
も

あ
っ
て
か
例
年
よ
り
多
く
の
千
羽
鶴
が

ブ
ー
ス
に
吊
る
さ
れ
て
お
り
、
世
界
の
皆

様
が
平
和
を
願
っ
て
い
る
こ
と
を
よ
り
一

層
強
く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
第
５
類
に
移
行

し
、
日
々
の
生
活
が
元
に
戻
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
世
界
の
平
和
及
び
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
完
全
な
終
息
を
祈
り
な
が
ら

皆
様
の
想
い
と
一
緒
に
折
り
鶴
を
奉
納
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
奉
納
の
思
い

を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

県
女
性
連
で
は
次
年
度
以
降
も
変
わ
る

こ
と
の
な
い
平
和
へ
の
祈
り
を
届
け
て
い

き
ま
す
。

『
原
爆
の
子
の
像
に

   

千
羽
鶴
を
捧
げ
る
事
業
』を
実
施

『
原
爆
の
子
の
像
に

   

千
羽
鶴
を
捧
げ
る
事
業
』を
実
施

〜
中
国
・
四
国
か
ら
想
い
を
込
め
た

                 

約
４
万
３
千
羽
を
奉
納
〜

県
女
性
連

県女性連役員10名が原爆の子の像を訪れました色とりどりの千羽鶴を一束一束丁寧に奉納しました

挨拶を述べる全国連・
森会長（隣は越智顧問）

歓迎の挨拶を述べる
広島県連・平田会長

来賓挨拶
（広島県 湯㟢知事）

来賓挨拶
（広島市 松井市長）

来賓挨拶
（中国経済産業局 實國局長）

松原神楽団による上演

第１術科学校 大講堂にて集合写真
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（
愛
南
町
商
工
会
青
年

部
）、
高
知
県
代
表
の
長

﨑
竜
之
介
さ
ん
（
土
佐

市
商
工
会
青
年
部
）
の

９
名
。
落
ち
着
い
た
声

で
ゆ
っ
く
り
と
語
り
か

け
る
人
、
大
き
な
手
振

り
身
振
り
で
魅
了
す
る

人
、
会
話
を
巧
み
に
使
っ

て
惹
き
こ
む
人
、
そ
れ

ぞ
れ
が
個
性
や
特
徴
を

最
大
限
に
活
か
し
た
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
は
広
島
県

代
表
の
狭
間
さ
ん
が
受

賞
。
優
秀
賞
は
岡
山
県

代
表
の
土
屋
さ
ん
が
受

賞
し
ま
し
た
。
狭
間
さ
ん
は
「
佐
伯
を
再

起
動
～
ひ
ま
わ
り
の
よ
う
に
～
」
を
テ
ー

マ
に
発
表
。
地
域
活
性
化
の
た
め
に
始
め

た
ひ
ま
わ
り
畑
と
そ
こ
に
関
わ
る
青
年
部

員
と
の
交
流
を
し
っ
と
り
と
落
ち
着
い
た

口
調
で
語
り
、
会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

狭
間
さ
ん
は
11
月
15
日
に
群
馬
県
で
開

催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
受
賞

者
の
挨
拶
で
狭
間
さ
ん
は
「
や
っ
た

よ
ー
！
」
と
会
場
に
い
る
仲
間
に
声
を
か

け
、「
こ
こ
に
来
る
ま
で
莫
大
な
時
間
を

割
い
て
練
習
し
て
き
ま
し
た
。
今
、
こ
こ

に
立
て
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
」
と

感
慨
深
そ
う
に
語
り
ま
し
た
。
そ
し
て
仲

間
が
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
し
て
く
れ
た
と
い

う
ス
ー
ツ
の
裏
地
の
ヒ
マ
ワ
リ
模
様
を
見

せ
、「
こ
れ
が
あ
っ
た
か
ら
が
ん
ば
れ
た
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

主
張
発
表
大
会
と
審
査
結
果
の
間
に
は

記
念
講
演
が
行
わ
れ
講
師
に
元
プ
ロ
レ
ス

ラ
ー
の
蝶
野
正
洋
氏
が
登
場
。
会
場
に
蝶

野
氏
が
姿
を
現
す
と
大
き
な
歓
声
が
上
が

り
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
蝶

野
氏
は
今
大
会
の
テ
ー
マ
「
ヒ
ー
ロ
ー
」

に
ち
な
ん
で
『
蝶
野
正
洋
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
論
～
一
人
ひ
と
り
が
ヒ
ー
ロ
ー
で

あ
る
こ
と
～
』
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
自
身

の
生
い
立
ち
や
プ
ロ
レ
ス
の
裏
話
を
交
え

な
が
ら
、「
何
か
を
変
え
た
い
と
い
う
時

は
自
ら
が
手
を
上
げ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ

の
姿
を
見
せ
る
こ
と
」
と
自
身
の
ヒ
ー

ロ
ー
像
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
挨
拶
を
し
た
広
島
県
青
連
の

滝
原
会
長
は
、「
コ
ロ
ナ
が
ひ
と
段
落
し
、

再
び
地
域
の
担
い
手
と
し
て
地
域
を
盛
り

上
げ
る
た
め
、
商
工
会
青
年
部
の
役
割
に

期
待
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
ヒ
ー

　

９
月
22
日
㈮
、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
広
島
に
て
『
令
和
５
年
度 
中
国
・

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
交
流
会
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「Re:H

ERO
～
と

も
に
立
ち
あ
が
ろ
う
～
」
を
テ
ー
マ
に
中

四
国
９
県
か
ら
青
年
部
員
約
８
５
０
人
が

集
結
し
ま
し
た
。

　

主
張
発
表
を
行
っ
た
の
は
各
県
予
選
で

選
出
さ
れ
た
鳥
取
県
代
表
の
竹
内
由
佳
子

さ
ん
（
八
頭
町
商
工
会
青
年
部
）、
島
根

県
代
表
の
荒
木
直
人
さ
ん
（
東
出
雲
町
商

工
会
青
年
部
）、
岡
山
県
代
表
の
土
屋
俊

介
さ
ん
（
阿
哲
商
工
会
青
年
部
）、
広
島

県
代
表
の
狭
間
勇
也
さ
ん
（
佐
伯
商
工

会
青
年
部
）、

山
口
県
代
表

の
石
川
貴
大

さ
ん
（
岩
国

西
商
工
会
青

年
部
）、
徳

島
県
代
表
の

久
次
米
智
之

さ
ん
（
藍
住

町
商
工
会
青

年
部
）、
香

川
県
代
表
の

小
笹
直
人
さ

ん
（
琴
平
町

商
工
会
青
年

部
）、
愛
媛

県
代
表
の
岩

村
泰
成
さ
ん

最優秀賞を受賞した狭間さん

新しい仲間づくりを楽しむ青年部員

『
中
国・四
国
ブ
ロ
ッ
ク

　商
工
会
青
年
部
交
流
会
』開
催

『
中
国・四
国
ブ
ロ
ッ
ク

　商
工
会
青
年
部
交
流
会
』開
催

県
青
連

令
和
５
年
度

﹇
中
四
国
９
県
か
ら
約
８
５
０
人
が
広
島
に
集
結
。

　
　
　
　
　
　
広
島
県
代
表
の
狭
間
勇
也
さ
ん
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
優
秀
賞
受
賞
﹈

﹇
中
四
国
９
県
か
ら
約
８
５
０
人
が
広
島
に
集
結
。

　
　
　
　
　
　
広
島
県
代
表
の
狭
間
勇
也
さ
ん
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
優
秀
賞
受
賞
﹈開会宣言をする髙下実行委員長

太鼓ユニット我龍によるパフォーマンス

中四国9県から集まった青年部員

ロ
ー
は
青
年
部
。
地
元
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
し

て
共
に
頑
張
っ
て
い
く
決
意
を
固
め
る
た

め
の
場
と
な
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
」

と
訴
え
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
会
場
の
特
設
ス
ペ
ー
ス
で

物
産
展
が
開
か
れ
、
約
90
品
を
展
示
。
ま

た
会
場
外
の
特
設
ス
ペ
ー
ス
で
は
献
血
バ

ス
が
ス
タ
ン
バ
イ
し
、
献
血
運
動
も
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
に
は
交
流
懇
親
会
も
開

催
。
多
く
の
青
年
部
員
が
県
の
垣
根
を
超

え
て
積
極
的
に
交
流
し
、
新
し
い
仲
間
づ

く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

中国・四国ブロック商工会青年部連絡協議会長から
香川県青連会長への大会旗引継ぎ

オープニングアトラクションで書かれた大会テーマ

閉会挨拶で全国（群馬）大会 PR を行う滝原会長
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1
．
事
業
主
と
の
出
会
い
と
経
営
状
況

　

支
援
事
例
の
事
業
所
は
株
式
会
社
日
野

折
箱
店
で
す
。
日
野
社
長
と
出
会
っ
た
の
は

平
成
29
年
４
月
。
当
時
、
私
は
神
辺
町
商

工
会
へ
異
動
し
た
ば
か
り
で
し
た
。
日
野

社
長
は
「
持
続
化
補
助
金
に
挑
戦
し
た
い
」

と
相
談
に
来
ら
れ
ま
し
た
が
、
補
助
金
申

請
す
る
前
に
経
営
計
画
が
無
か
っ
た
た
め

私
は
、経
営
計
画
作
成
を
提
案
し
ま
し
た
。

2
．
経
営
状
況
の
聞
き
取
り

　

補
助
金
申
請
と
経
営
計
画
作
成
の
両
方

を
支
援
す
る
た
め
経
営
状
況
・
今
後
の
目

標
・
課
題
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
行
い
ま

し
た
。
平
成
29
年
当
時
の
経
営
状
況
・
今

後
の
目
標
・
課
題
は
、
以
下
の
と
お
り
で

す
。

【
事
業
の
内
容
】

　

福
山
市
内
の
飲
食
店
・
鮮
魚
店
・
青
果

店
な
ど
へ
割
箸
・
ナ
イ
ロ
ン
袋
・
お
し
ぼ

り
等
を
販
売
す
る
包
装
資
材
販
売
部
門
と

木
製
折
箱
や
Ｐ
Ｓ
Ｐ
折
箱
を
製
造
販
売
す

る
折
箱
製
造
販
売
部
門
の
２
部
門
あ
り
ま

し
た
。

【
経
営
状
況
】

　

①�

支
援
前
の
売
上
７
，
７
０
０
万
円
・

３
４
０
万
円
の
赤
字
で
債
務
超
過
。

　

②�

売
上
割
合
は
、
包
装
資
材
販
売
部
門

（
６
，
５
０
０
万
円
）
折
箱
製
造
販

売
部
門
（
１
，
２
０
０
万
円
）

【
今
後
の
目
標
】

　

①�

折
箱
製
造
販
売
部
門
の
売
上
を
増
加

さ
せ
事
業
の
柱
を
も
う
一
つ
作
り
た
い

　

②
債
務
超
過
を
解
消
し
た
い

【
課
題
】

【
調
査
】

　

私
自
身
、
包
装
資
材
や
折
箱
等
の
容
器

製
造
業
の
支
援
は
、
未
経
験
で
し
た
。
中

国
銀
行
の
「Biz Partner
」
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
業
種
別
審
査
辞
典
で
木
箱
製

造
業
・
紙
器
製
造
業
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
製
造
業
等
を
調
べ
ま
し
た
。

3
．
支
援
の
内
容

　

日
野
社
長
は
、
パ
ソ
コ
ン
も
使
え
る
た

め
、
私
が
保
有
す
る
経
営
計
画
の
様
式
を

数
種
類
提
案
し
、
社
長
自
ら
作
成
頂
き
ま

し
た
。
私
の
日
野
さ
ん
に
対
す
る
支
援
の

方
法
は
「
自
立
型
」
支
援
で
す
。
経
営
計

画
や
補
助
金
申
請
書
を
経
営
指
導
員
が
代

行
し
て
一
生
懸
命
作
成
す
る
の
で
は
な

く
、
パ
ソ
コ
ン
も
使
え
て
自
分
で
作
成
出

来
る
よ
う
な
事
業
主
に
は
、
時
間
が
掛

か
っ
て
も
事
業
主
自
ら
が
作
る
よ
う
に
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

自
ら
経
営
計
画
を
作
成
し
た
日
野
社
長

は
、
事
業
承
継
補
助
金
を
活
用
し
て
Ｐ
Ｓ
Ｐ

折
箱
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制
作

と
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
の
支
援
を
実
施
。
受

注
・
製
造
・
出
荷
体
制
は
、
福
山
市
産
業

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
携
し
て
約

２
年
か
け
て
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化

に
改
善
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
自
己
分
析
に
つ
い
て
は
、
ひ

ろ
し
ま
産
業
振
興
機
構
の
経
営
力
評
価
制

度
（
５
万
円
）
の
活
用
を
提
案
し
、
専
門

家
の
調
査
を
実
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
自
社
の
俯
瞰
図
・
強
み
・
弱
み
・
課
題

や
問
題
点
を
抽
出
し
ま
し
た
。

4
．
支
援
の
成
果

　

①
売
上
に
つ
い
て

　
　

�　

支
援
前
の
売
上
が
７
，
７
０
０
万

円
で
し
た
が
、
令
和
５
年
度
の
売
上

は
１
億
４
，
１
８
０
万
円
と
な
り

１
・
８
倍
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

日
野
社
長
の
希
望
で
も
あ
っ
た
折
箱

製
造
販
売
部
門
は
、
１
，
２
０
０
万

円
か
ら
８
，
２
５
０
万
円
と
な
り
、

６
・
８
倍
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、

令
和
２
年
度
以
降
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も
折
箱
部
門
の
売
上
は
増
加

し
、
令
和
３
年
度
に
は
、
折
箱
部
門

が
包
装
資
材
部
門
を
超
え
て
事
業
の

柱
が
も
う
一
つ
出
来
ま
し
た
。

　

②
営
業
利
益
に
つ
い
て

　
　

�　

支
援
前
は
、
赤
字
で
し
た
が
、
折

箱
部
門
が
利
益
に
貢
献
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
始
ま
っ
た
令
和
２
年
度

が
若
干
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
が
、

令
和
２
年
度
以
外
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
も
利
益
を
得
て
い
ま
す
。
特

に
、
コ
ロ
ナ
前
に
社
内
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
進
し
、
利
益
を
得
ら
れ
る
体

制
を
構
築
し
て
い
た
か
ら
コ
ロ
ナ
禍

お
い
て
も
売
上
及
び
利
益
を
獲
得
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、

令
和
４
年
度
に
債
務
超
過
も
解
消
し

ま
し
た
。

５
．
次
の
課
題
と
目
標

　

ひ
ろ
し
ま
産
業
振
興
機
構
の
事
業
評
価

制
度
（
２
回
目
）
を
令
和
４
年
度
に
も
活

用
し
、
今
回
も
下
記
の
課
題
と
問
題
点
を

抽
出
し
ま
し
た
。
以
下
の
課
題
を
、
今
後

は
解
決
し
て
い
き
次
の
目
標
が
…
売
上

２
億
円
で
す
。

６
．
日
野
社
長
か
ら
の
声

　

デ
ジ
タ
ル
化
へ
向
け
た
取
組
を
数
年
間

か
け
て
実
施
し
た
こ
と
で
、
折
箱
製
造
部

門
が
事
業
の
柱
と
な
り
売
上
及
び
利
益
が

増
加
し
て
債
務
超
過
も
解
消
出
来
ま
し

た
。
本
当
に
売
上
が
１
億
円
以
上
に
な
る

と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
商
工
会
の
自

立
型
支
援
を
伴
走
的
に
実
施
し
て
頂
い
た

こ
と
が
良
か
っ
た
で
す
。

H29年当時
の課題 内　　　容

①集　　客
「小ロット生産可能」「木製折箱以
外に PSP 折箱も製造可能」等
自社の強みや特徴を発信出来てい
なかった

②受　　注 問合せが FAXや電話でアナログだった

③製　　造 製造工程・顧客管理・製品管理等の生産管理がアナログであった

④出　　荷 出荷する商品を手書きでアナログ管理。誤送等出荷トラブル

⑤自己分析 事業承継して間もない社長は、自社分析能力が弱かった

R₄年の課題 内　　　容
①デザイン 折箱のデザイン力向上

②資 金 力
今後も利益計上を続けて
内部留保を蓄積して自己
資本の強化

③人材育成
社内の新型コロナウイル
ス感染症により経験をも
とに改めて製造のマニュ
アル化と多能工化

④利 益 率 営業利益率５％以上を維持

⑤検査体制 ロス率低下及び生産性向上のため検査体制の改善

コ
ロ
ナ
禍
で
も
新
た
な
事
業
の
柱
を
つ
く
り
躍
進

支
援
テ
ー
マ

神
辺
町
商
工
会

　課
長
補
佐

　藤
本

　貴
史

〜
各
支
援
機
関
と
連
携
し
て

　
　課
題
の
見
え
る
化
と
解
決
〜

令
和
５
年
度
経
営
支
援
事
例
発
表
大
会

最
優
秀
事
例

経
営
支
援
事
例
紹
介
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広
島
県
商
工
会
連
合
会
で
県
内
の
商
工

会
員
を
は
じ
め
と
す
る
小
規
模
事
業
者
や

「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」
に
出
展
す
る
事

業
者
を
対
象
に
、
食
品
関
連
の
商
品
に
つ

い
て
、
一
般
の
モ
ニ
タ
ー
か
ら
商
品
へ
の

意
見
を
募
る
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
モ
ニ
タ
ー
の
意
見
を
グ

ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
聞
き
取

り
、
商
品
改
良
に
活
か
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
本
年
度
は
７
月
14

日
㈮
、
８
月
18
日
㈮
、
９
月
８
日
㈮
の
３

回
に
分
け
て
21
事
業
者
30
商
品
（
ク
ッ

キ
ー
や
ジ
ャ
ム
、
調
味
料
、
乾
物
等
）
に

つ
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

事
業
実
施
後
に
は
、
モ
ニ
タ
ー
か
ら
出

た
意
見
を
も
と
に
、
専
門
家
が
分
析
し
、

出
展
事
業
者
に
対
し
商
品
に
つ
い
て
、
消

費
者
・
売
り
手
・
専
門
家
の
３
つ
の
視
点

か
ら
評
価
さ
れ
た
報
告
書
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
以
前
、
本
事
業
に
参
加
し
改

良
を
加
え
て
再
挑
戦
し
た
事
業
者
が
５
社

お
ら
れ
ま
し
た
。
以
前
の
報
告
書
で
は

「
味
等
の
評
価
は
高
い
が
、
普
段
馴
染
み

の
な
い
食
材
な
の
で
、
売
り
方
や
食
べ
方

の
Ｐ
Ｒ
に
工
夫
が
必
要
」
と
評
価
さ
れ
た

商
品
に
つ
い
て
改
良
を
加
え
て
の
再
挑
戦

で
し
た
。
指
摘
さ
れ
た
点
を
踏
ま
え
、
手

に
取
っ
て
も
ら
い
や
す
く
親
し
み
や
す
い

商
品
と
す
る
た
め
に
、
日
本
人
に
と
っ
て

馴
染
み
の
あ
る
和
風
の
味
噌
味
と
醤
油
味

を
開
発
し
、
シ
リ
ー
ズ
展
開
す
る
と
と
も

に
食
べ
方
に
つ
い
て
も
「
ご
飯
の
お
供

に
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
評
価
結
果
で
は
以
前
参
加
さ
れ

た
商
品
同
様
、
今
回
の
味
噌
味
と
醤
油
味

に
つ
い
て
も
味
等
の
評
価
項
目
で
７
割
以

上
の
モ
ニ
タ
ー
か
ら
「
お
い
し
い
」
と
好

評
で
、
馴
染
み
深
い
味
で
あ
る
た
め
「
ご

飯
の
お
供
」
以
外
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
ア

イ
デ
ア
が
挙
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
新

た
に
、
和
風
の
味
に
変
更
し
た
こ
と
に
よ

り
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
和
風
に
変
更
し
て
統

一
感
を
出
し
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か

等
、
更
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
事
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
全
員
か

ら
好
評
を
い
た
だ
き
、「
３
つ
の
視
点
か

ら
率
直
な
意
見
を
も
ら
え
る
こ
と
に
よ

り
、
今
後
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
明
確
に

な
っ
た
。
客
観
的
な
意
見
を
得
ら
れ
る
貴

重
な
機
会
に
な
っ
た
」
や
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト

で
あ
る
女
性
の
意
見
が
聞
け
、
と
て
も
有

意
義
で
、
ユ
ー
ザ
ー
目
線
の
分
析
が
と
て

も
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
当
連
合
会
で
は
テ
ス
ト
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
た
事
業
者
を
対
象
と

し
、
報
告
書
の
結
果
を
受
け
、
そ
れ
を
踏

ま
え
て
行
う
商
品
改
良
に
か
か
る
費
用
を

一
部
補
助
す
る
「
特
産
品
等
開
発
支
援
」

が
あ
り
、
５
商
品
分
の
申
込
枠
を
設
け
て

い
ま
す
。

　

既
に
「
良
い
商
品
で
は
あ
る
が
価
格
感

が
高
い
」
と
評
価
を
受
け
た
た
め
、
使
用

し
や
す
い
形
状
に
変
え
内
容
量
を
減
ら
し

て
価
格
を
抑
え
た
お
試
し
用
の
規
格
商
品

の
作
成
や
、
評
価
結
果
か
ら
商
品
ア
ピ
ー

ル
力
が
足
り
て
い
な
い
と
感
じ
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
同
封
等
が
で
き
る
よ
う
に
外
箱

を
作
成
し
て
ア
ピ
ー
ル
力
向
上
を
図
る
こ

と
等
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
が
申
込
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

当
連
合
会
で
は
そ
の
他
に
も
、
改
良
し

た
商
品
の
販
路
開
拓
を
後
押
し
す
る
「
商

談
会
」
等
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
各
段

階
に
合
わ
せ
た
事
業
者
の
商
品
開
発
・
販

促
支
援
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

味や香り、パッケージなどを確認しながら、
正直な意見をぶつけていました

モニターのみなさんは、一つひとつの商品を丁寧に評価し
意見交換を行いました

令
和
５
年
度

テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ開催

消
費
者
の
生
の
声
を
届
け
、

商
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
活
か
す
、

テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
！

県連

　創業以来、手作りにこだわられてい
ることから一丁一丁を手作業で丁寧に
作られています。製造できる数量は少
ないですが、大豆の味わいをしっかり
と感じられる商品です。そのまま冷奴
で食べても良し！これからの季節なの
で、お鍋の中に入れても良しの商品で
す。ひろしま夢ぷらざに来られた際には
是非ご賞味ください。

※当店では水曜日と土曜日の入荷となって
おりますので、曜日によっては品切れの場
合もありますので、ご注意ください。

おぼろ豆腐

おぼろ豆腐

販売者：㈲佐々木豆腐　代表取締役　佐々木　猛瑠（三次市三良坂町三良坂）
内容量：250ｇ   販売価格：290円

夢ぷらざ　推しの逸品！
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１
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
も
折
り

返
し
地
点
。
い
よ
い
よ
県
連
全
体
で
Ｄ
Ｘ

テ
ー
マ
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
進
行

中
の
各
活
動
内
容
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

【
Ｄ
Ｘ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
】

　

デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
を
目
的
と

し
て
４
月
か
ら
実
施
し
て
き
た
Ｄ
Ｘ
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
研
修
は
「
基
本
コ
ー
ス
（
学
習

編
・
実
践
編
合
わ
せ
て
計
８
回
）」に
続
き
、

「
中
級
編
（
学
習
編
・
実
践
編
合
わ
せ
て

計
10
回
）
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

研
修
に
参
加
し
た
各
商
工
会
の
Ｄ
Ｘ
担

当
者
か
ら
は
「
当
初
、
研
修
内
容
と
実
際

の
事
業
者
支
援
と
が
結
び
つ
き
に
く
か
っ

た
が
、
回
を
重
ね
る
う
ち
に
漠
然
と
し
て

い
た
Ｄ
Ｘ
の
イ
メ
ー
ジ
が
明
確
に
な
り
、

事
業
者
に
対
し
て
分
か
り
や
す
く
自
分
の

言
葉
で
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。」

等
の
あ
り
が
た
い
感
想
を
数
多
く
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、本
研
修
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、

商
工
会
の
Ｄ
Ｘ
支
援
の
モ
デ
ル
事
例
を
創

る
べ
く
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
事
業
者
支
援
の
Ｄ
Ｘ
展
開
に
つ
い
て
】

　

各
商
工
会
か
ら
選
定
い
た
だ
い
た
事
業

者
の
経
営
改
善
等
の
テ
ー
マ
を
も
と
に
、

Ｄ
Ｘ
診
断
や
推
進
支
援
等
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
広
島
県
が
先
に
公
表
し
た
観

光
Ｄ
Ｘ
も
そ
の
一
つ
。

　

県
内
の
観
光
関
連
事
業
者
に
対
し
て
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
関
す
る
意
識
啓

発
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
に
よ
る
生
産
性

向
上
を
面
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
観
光

産
業
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
推
進
の
基
盤
整
備
を

行
う
と
と
も
に
、
観
光
客
が
ス
マ
ー
ト
に

観
光
を
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り
を
推
進

（
「
観
光
地
ひ
ろ
し
ま
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
補

助
金
」
は
12
月
28
日
ま
で
）。

　

江
田
島
市
商
工
会
が
支
援
す
る
物
販
・

飲
食
企
業
も
、
こ
の
「
観
光
地
ひ
ろ
し
ま

Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
補
助
金
」
の
活
用
を
含
め

Ｄ
Ｘ
ツ
ー
ル
の
導
入
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

対
応
、
デ
ー
タ
分
析
に
挑
戦
し
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
次
の
２
つ
。

・�

事
業
計
画
と
し
て
Ｄ
Ｘ
が
取
り
込
ま
れ

て
い
る
か
？

・�

デ
ジ
タ
ル
戦
略
と
し
て
デ
ー
タ
分
析
な

ど
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
含
ま
れ
て
い

る
か
？ 

　

こ
の
事
業
者
が
希
望
さ
れ
る
固
定
客

（
フ
ァ
ン
）
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
を
念

頭
に
お
き
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
含
め

来
店
客
増
加
へ
の
対
応
、
顧
客
満
足
度

ア
ッ
プ
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

【
県
連
全
体
で
の
共
通
取
組
課
題
】

●
押
印
の
省
略
・
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
の
活
用

　

�　

稟
議
書
な
ど
の
決
裁
文
書
を
デ
ジ
タ

ル
化
・
効
率
化
す
る
た
め
押
印
を
省
略

し
、
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
化
に
よ
る
業
務
手

続
き
の
生
産
性
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

●
デ
ー
タ
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
準
見
直
し

　

�　

業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
上
で

デ
ジ
タ
ル
資
産
の
効
率
的
保
管
と
管
理

が
重
要
で
す
。
無
駄
な
文
書
を
作
ら
な

い
、
検
索
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

【
県
連
各
課
の
Ｄ
Ｘ
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ー
マ
】

　

取
組
み
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

●�

勤
務
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
（
総
務

課
）

　
�　

県
連
に
お
け
る
現
在
の
タ
イ
ム
レ

コ
ー
ダ
ー
に
よ
る
打
刻
を
廃
止
し
、
商

工
会
を
含
め
た
共
同
運
用
を
視
野
に
柔

軟
な
働
き
方
や
給
与
体
系
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

●�

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

支
援
力
強
化
（
経
営
支
援
課
）

　

�　

夢
ぷ
ら
ざ
で
行
っ
て
い
る
試
験
販
売

や
代
行
販
売
に
お
け
る
事
業
者
支
援
の

一
環
と
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
の

た
め
の
販
売
デ
ー
タ
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム

提
供
や
デ
ー
タ
分
析
力
支
援
な
ど
の
取

組
強
化
を
目
指
し
、
事
業
者
と
一
体
と

な
っ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
強
化
を
目

指
し
ま
す
。

 

●
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
（
Ｄ
Ｘ
推
進
課
）

　

�　

近
年
、ChatGPT

を
は
じ
め
と
す
る 

Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し
た
様
々
な
サ
ー
ビ

ス
が
生
ま
れ
る
中
で
、
県
連
に
お
け
る

安
全
で
適
切
な
利
用
を
促
進
し
、
事
務

作
業
の
生
産
性
向
上
を
図
る
取
組
み
を

目
指
し
ま
す
（
東
京
商
工
会
議
所
の
中

小
企
業
の
た
め
の
生
成
Ａ
Ｉ
ガ
イ
ド
を

活
用
）。

Ｄ
Ｘ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ニ
ュ
ー
ス（
第
2
回
）DX スキルアップ研修 OJT キックオフミーティングの様子
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商
工
会
で
の
Ｄ
Ｘ
推
進
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
会
員
事
業
所
へ
の
「
Ｄ
Ｘ

ヒ
ア
リ
ン
グ
」
第
１
回
目
訪
問
を
、
県
連

の
Ｄ
Ｘ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
同
行
し
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
報
告
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

■
Ｄ
Ｘ
支
援
事
業
所
の
概
要

　

福
山
ア
ル
ミ
建
材
株
式
会
社
は
昭
和
39

年
創
業
の
、
建
築
鋼
材
建
具
の
販
売
・
取

付
け
を
行
う
会
社
で
す
。社
員
数
は
11
名
。

【
事
業
概
要
】

・�

Ｙ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｐ
が
メ
イ
ン
の
ア
ル
ミ
建
材

地
域
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
販
売
店
で
施
行
工

事
も
行
う
。

・�

大
手
製
鉄
所
の
工
場
内
工
事
の
請
負

（
１
名
専
任
）

・�

社
長
固
有
の
人
脈
に
よ
る
大
型
工
事
・

ビ
ル
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
１
棟
受
け
及
び

東
京
・
大
阪
エ
リ
ア
な
ど
遠
方
の
工
事

案
件
（
現
地
業
者
へ
外
注
）

・
近
隣
の
コ
ン
ビ
ニ
店
舗
工
事
・
修
繕

・�

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
の
受
注
工
事
の
請

負
（
エ
ク
ス
テ
リ
ア
ほ
か
）

■
Ｄ
Ｘ
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
至
る
経
緯

　

事
務
の
中
心
を
担
っ
て
い
る
社
長
の
奥

様
か
ら
『
事
務
作
業
の
効
率
化
』
に
つ
い

て
、
相
談
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
労
務
や

税
務
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
な
ど
、
日
々
の
困

り
ご
と
に
つ
い
て
は
都
度
対
応
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
先
に
あ
る
根
本
原
因
の
究

明
に
は
踏
み
込
め
ず
に
い
た
時
、「
Ｄ
Ｘ

ヒ
ア
リ
ン
グ
」
の
話
が
あ
り
、
河
村
社
長

と
奥
様
へ
『
今
年
度
の
一
押
し
企
画
で

す
！
真
っ
先
に
社
長
の
会
社
が
思
い
浮
か

び
ま
し
た
。』
と
提
案
し
ま
し
た
。

■
Ｄ
Ｘ
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
概
要

〇
相
談
内
容
の
確
認

・
事
務
作
業
を
効
率
化
し
た
い
。

・�

顧
客
販
売
情
報
を
効
率
的
に
デ
ー
タ
化

し
営
業
活
動
に
活
か
し
た
い
。

・�

パ
ソ
コ
ン
や
設
計
ソ
フ
ト
な
ど
既
に
デ

ジ
タ
ル
投
資
し
た
資
産
を
有
効
活
用
し

て
い
き
た
い
。

・�

社
内
で
情
報
共
有
を
図
り
、
効
率
的
、

発
展
的
な
事
業
運
営
を
実
現
し
た
い
。

〇
仕
入
・
販
売
管
理

・�

Ｙ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｐ
専
用
の
発
注
シ
ス
テ
ム
使
用

・�

工
務
担
当
者
が
直
接
、
ま
た
は
電
話
等

で
の
口
頭
発
注
も
多
い
（
発
注
伝
票
な

し
も
）

・�
販
売
管
理
に
つ
い
て
も
Ｙ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｐ
連

動
シ
ス
テ
ム
を
利
用
の
模
様

〇
そ
の
他

・�

売
上
の
請
求
漏
れ
、
ど
の
案
件
の
仕
入

れ
で
あ
る
の
か
事
務
側
で
の
照
合
が
困

難
（
小
口
工
事
、
現
場
追
加
で
多
い

ケ
ー
ス
）

・�

手
書
日
報
に
勤
怠
情
報
、作
業
情
報
（
請

求
、
購
買
に
影
響
）
を
帰
社
後
作
成

・�

過
去
の
施
工
工
事
情
報
を
紙
で
大
量
保

管

　

→�

問
い
合
わ
せ
対
応
、
見
積
作
成
、
修

繕
依
頼
な
ど
の
際
、
参
考
に
し
た
い

ケ
ー
ス
を
探
す
の
が
大
仕
事

・�

過
去
の
情
報
が
不
正
確
な
ケ
ー
ス
も
多

い
（
名
前
が
名
字
だ
け
な
ど
）

　

以
上
が
１
回
目
Ｄ
Ｘ
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
内

容
で
す
。
今
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
も
と
に

奥
様
を
中
心
と
し
た
事
務
担
当
３
名
に

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
業
務
を
洗
い
出
し
、

マ
ン
ダ
ラ
ー
ト
に
落
と
し
込
む
作
業
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
回
は
社
長
と

店
長
の
出
席
が
無
か
っ
た
の
で
、
次
回
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
は
、
社
長
と
店
長
か
ら
、
事

務
作
業
の
核
と
な
る
受
発
注
、見
積
請
求
、

既
存
シ
ス
テ
ム
と
ア
ナ
ロ
グ
部
分
の
運
用

状
況
、
現
場
工
務
担
当
と
の
情
報
伝
達
方

法
に
つ
い
て
、
話
を
聞
き
、
問
題
点
の
洗

い
出
し
を
し
て
い
き
ま
す
。
何
か
ら
手
を

付
け
て
よ
い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
『
事

務
作
業
の
効
率
化
』
に
つ
い
て
、
業
務
プ

ロ
セ
ス
の
見
え
る
化
（
マ
ン
ダ
ラ
ー
ト
作

成
）
か
ら
着
手
す
る
と
い
う
、
事
業
者
と

支
援
者
の
『
共
通
認
識
と
し
て
の
切
り

口
』
が
見
え
て
き
た
の
で
、
こ
れ
ら
経
営

課
題
に
つ
い
て
、
座
学
で
学
習
し
た
内
容

を
も
と
に
整
理
し
、
考
え
、
提
案
し
、
そ

の
実
行
に
伴
走
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
『
Ｄ
Ｘ
』
に
関
す
る
経
営
相
談
も
商

工
会
へ
！
」
と
、
す
べ
て
の
職
員
が
胸
を

張
っ
て
提
案
で
き
る
姿
を
思
い
描
き
、
い

ざ
、
Ｄ
Ｘ
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

河村社長と奥様（左隣）と事務員さん

【
Ｄ
Ｘ
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　
　
事
業
所
支
援
事
例
】

【
Ｄ
Ｘ
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　
　
事
業
所
支
援
事
例
】

福
山
あ
し
な
商
工
会
　
Ｄ
Ｘ
推
進
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
谷
　
一
郎



−   −9

広島県商工連会報　令和5年11月　VOL.401

　

令
和
５
年
10
月
よ
り
開
始
し
た
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
に
つ
い
て
税
理
士
が
全
３
回
に

わ
た
っ
て
解
説
し
ま
す
。

経�

営
者
「
10
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
が
始

ま
っ
た
ね
。
改
め
て
う
ち
の
請
求
書
や

レ
シ
ー
ト
の
書
式
が
正
し
い
か
確
認
し

て
も
ら
い
た
い
ん
だ
け
ど
」

税�

理
士
「
で
は
、
適
格
請
求
書
と
し
て
必

要
な
記
載
事
項
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

�

①
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
氏
名

（
名
称
）
及
び
登
録
番
号　

②
取
引
年

月
日　

③
取
引
内
容　

④
税
率
ご
と
に

区
分
し
て
合
計
し
た
対
価
の
額
及
び
適

用
税
率　

⑤
税
率
ご
と
に
区
分
し
た
消

費
税
額
等　

⑥
書
類
の
交
付
を
受
け
る

事
業
者
の
氏
名
（
名
称
）
で
す
。
ま
た

小
売
業
、
飲
食
店
業
な
ど
不
特
定
か
つ

多
数
の
者
に
課
税
資
産
の
譲
渡
等
を
行

う
場
合
は
記
載
事
項
を
簡
易
な
も
の
と

し
た
『
適
格
簡
易
請
求
書
』
を
交
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

経�

営
者
「
う
ち
は
必
要
項
目
を
ち
ゃ
ん
と

記
載
で
き
て
い
る
ね
」

税�

理
士
「
そ
う
で
す
ね
、
も
し
返
金
や
値

引
き
が
後
日
発
生
し
た
場
合
は
適
格
返

還
請
求
書
を
交
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
返
還
金
額
が
税
込
一
万
円
未
満

の
場
合
は
交
付
義
務
が
免
除
さ
れ
ま

す
」

経�

営
者
「
と
こ
ろ
で
今
回
か
ら
消
費
税
を

申
告
し
て
納
税
額
は
い
く
ら
ぐ
ら
い
な

ん
だ
ろ
う
」

税�

理
士
「
こ
ち
ら
の
事
業
所
は
簡
易
課
税

制
度
を
選
択
す
る
よ
り
も
原
則
課
税
の

方
が
良
い
で
す
ね
。
ま
た
３
年
間
の
限

定
で
は
あ
り
ま
す
が
免
税
事
業
者
が
イ

イ
ン
ボ
イ
ス
が
始
ま
っ
た

　適
格
請
求
書
は
こ
れ
で
大
丈
夫
？

　
　
　
　税
理
士
に
確
認
し
よ
う
！

第
２
回

Ｇ
Ｏ
＆
Ｄ
Ｏ
篠
原
税
理
士
法
人

「
適
用
開
始
ま
で
に
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
が
間
に
合

わ
な
か
っ
た
場
合
は
？
」

　

適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
登
録
申
請
書
を

提
出
し
、
適
用
開
始
ま
で
に
登
録
番
号
の
通
知

が
受
け
取
れ
な
い
場
合
は
、
申
請
済
で
あ
る
旨

を
相
手
方
に
伝
え
、
後
日
イ
ン
ボ
イ
ス
の
記
載

事
項
と
し
て
不
足
す
る
事
項
を
書
面
等
で
通
知

す
る
こ
と
で
、
既
に
交
付
し
た
請
求
書
と
合
わ

せ
て
イ
ン
ボ
イ
ス
の
記
載
事
項
を
満
た
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

「
各
種
支
援
制
度
に
つ
い
て
」

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応
に
向
け
た
Ｉ
Ｔ

導
入
補
助
金
や
持
続
化
補
助
金
等
の
支
援
制
度

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
各
補
助
金
事
務
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
知
ら
せ
】

　

県
連
合
会
で
は
税
理
士
を
商
工
会
へ
派
遣
し

窓
口
等
で
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
連
し
た
相

談
対
応
を
行
う
「
税
理
士
相
談
窓
口
」
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
各
商
工
会
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請
求
書
）
発
行
事
業

者
の
登
録
を
し
て
、
基
準
期
間
の
課
税

売
上
高
が
一
千
万
以
下
の
場
合
は
、
売

上
税
額
の
２
割
を
納
付
税
額
と
す
る
軽

減
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
」

経
営
者
「
そ
れ
は
わ
か
り
や
す
い
ね
」

税�

理
士
「
事
前
の
申
請
も
不
要
で
、
申
告

書
に
表
記
す
る
だ
け
で
適
用
で
き
ま
す

の
で
ど
ち
ら
か
有
利
な
方
を
選
択
し
ま

し
ょ
う
」

経�

営
者
「
よ
ろ
し
く
頼
む
ね
。
他
に
注
意

す
る
こ
と
は
あ
る
か
な
」

税�

理
士
「
で
は
、
次
回
は
免
税
事
業
者
と

の
取
引
や
、
イ
ン
ボ
イ
ス
請
求
書
が
な

く
て
も
仕
入
税
額
控
除
が
で
き
る
ケ
ー

ス
等
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
」

  （
第
３
回
に
続
く
）



−   −10

　

全
国
商
工

会
連
合
会
顧

問
の
越
智
俊

之
で
す
。

　

私
は
、
中

小
企
業
・
小

規
模
事
業
者

が
安
心
し
て
事
業
が
で
き
る
よ
う
に
、
商

工
会
地
域
が
元
気
に
な
る
よ
う
に
日
々
活

動
し
て
お
り
ま
す
。
国
会
が
開
催
さ
れ
て

い
る
期
間
は
、
国
会
内
外
で
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
政
策
に
つ
い
て
議
論
す
る

な
ど
東
京
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
様
な
中
、
１
月
か
ら
６
月
ま
で
の

通
常
国
会
が
終
っ
て
か
ら
は
、
広
島
県
を

始
め
全
国
の
商
工
会
を
訪
問
し
て
、
事
業

を
営
む
方
々
と
意
見
交
換
し
て
お
り
ま

す
。

　

お
話
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
の
は
、
町

村
部
の
い
わ
ゆ
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
の
方
々
で
す
。
中
小
企
業
と
い
っ
て

も
少
人
数
で
頑
張
る
事
業
者
や
比
較
的
小

さ
な
規
模
の
事
業
者
の
方
が
意
見
交
換
に

は
多
く
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
１
０
０
ヶ
所
程
度
の
商
工

会
に
お
伺
い
し
、
意
見
交
換
し
て
お
り
ま

す
。
町
村
部
は
地
域
に
よ
っ
て
様
々
な
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
地
域
で
活
躍
す
る
事
業

者
さ
ん
の
事
例
を
お
聞
き
す
る
と
と
も

に
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
、
事
業
者
さ
ん
そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
を
お
伺
い

し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ほ
と
ん
ど
の
訪
問
先
で
語
ら

れ
る
ご
意
見
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
ん
で
き

た
事
業
者
が
『
こ
れ
か
ら
だ
』
と
い
う
時

に
、
物
価
高
に
対
し
て
価
格
転
嫁
が
で
き

な
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。
消
費
者
を
お

客
さ
ん
と
す
る

小
売
・
サ
ー
ビ

ス
・
飲
食
業
な

ど
で
は
、
地
域

内
で
お
客
さ
ん

の
顔
が
見
え
る

こ
と
も
あ
り
、

中
々
価
格
を
上

げ
ら
れ
な
い
。

周
り
が
ま
だ
上

げ
て
な
い
か
ら

あ
げ
ら
れ
な

い
。
上
げ
て
も

消
費
意
欲
が
下

が
っ
て
絶
対
に

買
っ
て
も
ら
え

な
い
か
ら
あ
げ

ら
れ
な
い
。

　

企
業
・
事
業

者
間
で
取
引
を

す
る
よ
う
な
業
界
で
は
、
特
に
い
わ
ゆ
る

元
請
下
請
の
関
係
に
あ
る
下
請
会
社
で

は
、指
値
で
発
注
さ
れ
る
の
で
言
え
な
い
。

行
政
な
ど
に
訴
え
て
も
、
そ
れ
が
必
ず
バ

レ
て
取
引
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
、
多
く

の
方
が
価
格
転
嫁
で
き
ず
、
利
益
を
圧
迫

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

ま
た
物
価
上
昇
分
に
対
し
て
賃
上
げ
が

行
わ
れ
な
い
と
消
費
者
の
購
買
力
が
落
ち

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
先
述

の
と
お
り
で
賃
上
げ
を
す
る
に
は
厳
し
い

状
況
下
で
す
。

　

他
に
も
全
国
に
共
通
す
る
ご
意
見
と
し

て
、い
く
つ
か
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

10
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
る
こ

と
も
あ
り
、
不
安
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で

の
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
を
借
り
て
い
る
事
業
者

か
ら
は
、
今
年
の
７
月
か
ら
来
年
の
３
月

に
向
け
て
元
本
の
返
済
が
始
ま
る
こ
と
が

多
く
、
さ
ら
に
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。

求
人
を
し
て
も
人
が
集
ま
ら
ず
、
新
し
い

事
業
ど
こ
ろ
か
今
や
っ
て
い
る
事
業
す
ら

人
手
不
足
で
大
変
だ
。
高
齢
を
理
由
に
廃

業
す
る
事
業
者
も
あ
り
、
取
引
先
確
保
に

困
っ
て
い
る
。
新
た
に
創
業
す
る
人
も
少

な
く
街
の
活
気
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
悩
ん
で
い
る
事
業
者
さ
ん

が
こ
れ
か
ら
も
活
躍
す
る
た
め
に
も
、
外

国
由
来
の
急
激
な
物
価
高
が
平
準
化
さ
れ

て
、
緩
や
か
な
イ
ン
フ
レ
に
な
る
ま
で
、

地
域
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
向
け

の
大
規
模
な
経
済
対
策
が
必
要
不
可
欠
だ

と
思
い
ま
す
。
今
年
秋
の
経
済
対
策
が
、

し
っ
か
り
と
地
域
の
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
が
希
望
を
持
て
る
内
容
に
な
る
よ

う
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
今
後
も
、全
国
を
回
り
、中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
声
を
お
聞
き
し
、
活
躍

で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
よ
う
取
り
組
む

所
存
で
す
。
引
き
続
き
皆
様
方
の
ご
指
導

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

小
規
模
事
業
者
の

　
　
　
　
　課
題
に
つ
い
て

小
規
模
事
業
者
の

　
　
　
　
　課
題
に
つ
い
て

全
国
商
工
会
連
合
会

　顧
問

　越
智

　俊
之
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協
会

広
島
市
中
区
宝
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九
番
十
一
号

公益社団法人 広島県シルバー人材センター連合会 TEL 082-502-0468
〒７３０－０００５ 広島市中区西白島町２４番３６号 広島市中央公民館４Ｆ                                                    FAX 082-502-0478広島県シルバー連合会 検索

ＱＲコード

シルバー人材センターでは
歳以上で働く意欲のある会員が仕事をします。

広島県内に会員が 人います（ 月末現在）

シシルルババーーににおお任任せせ下下ささいい！！

人手が足らない
ちょっとした事を
頼みたい

臨時・短期・短時間
お任せ下さい！

広島支店（法人営業部）

国内・海外旅行はもとより、教育旅行、地域交流ビジネス、イベントの運営まで、ＪＴＢは幅広
くサポート致します。

私たちのフィールドは、移動・宿泊・食事・観光のすべてが織り成す「交流文化産業」です。

人が動けば、ご相談下さい。
ＪＴＢ 広島支店がお手伝い致します｡

㈱ＪＴＢ



−   −12


